
共同生活援助 (グループホーム)
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地域の中で安心・快適に、その人らしい生活をおくることができるよう利用される方々の主体性に合わせ

多様で、きめ細かい支援をします。定員は18名 (男性 12名、女‖生6名)です。

證翻用まで妙痴れ 騒翻鰯麺珍絲冒
(晉利用できる方)

『障害福祉サービス受給者証』をお持ちの

障がい (児)者 (身体・知的・精神)の方

短期 (シ重―トステイ)

通勤寮の場合

(晉利用の手順)

・直接当園にお申し込み下さい。

・重要事項の説明と契約書の作成をします。

・利用期間や必要事項についての話し合いをします。

・サービスが始まります。

社会福祉法人 大分県社会福祉事業団
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i至宇佐別府道路

●」Rを郡U用の場合  指定障がい福祉サービス事業所

興
大分県 糸口通勤寮日豊本線

天津駅下車 :

タクシー約3分 (2 2km)

0車をこ利用の場合 〒879-0153大分県宇佐市大字上庄717番地

TEL 0978-33-1098 FAX.0978-33-1060
e―mall  usatukin@violin ocn ne∫ p

URL httpプ/www7 ocnineip/～ Oitaswo/

index_itoguchi_tsukin htmi

国宝宇佐神宮から

国道10号線 :

約20分 (1 0km)
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サー・ビスと利用開始
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帰寮 (18:00頃 まで順次帰寮).
夕食・片づけ

入浴・洗濯・整理整頓

翌日の準備

ミーティング
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糸口通勤寮は、地域生渭を目指している、障がいをお持ちの方が対象です。

地域で生活を目むことを前提に、しつかりとした生活習 I慣 、安定 し継続 した

就労ができる力、2～3年後に地域社会で暮らすためのカナょどをつける場となり

ます。将来、こ利用者の希望する生渭ができるよう目標を立て、それに沿つた

支援、サービスの提供を行います。定員は30名 (男性20名、女性 10名)です。

一般就労に移行したこ利用者の就労に伴う生渭上の課題

を把握し、一定期間企業や各関係機関等と連絡調整し、

それに伴う課題解決に向け必要となる支援を行います。

一人暮らしを希望するこ利用者の意思を尊重した地域

生活を支援するため、一定期間にわたり、定期的な巡回

訪間や随時の対応を行う。

地域移行実績
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4月 自治会総会

5月 大分県障がい者スポーツ大会・
.

6月 糸口合同作品展

ゆうあいスポーツ大会

12月 大掃除

もちつき大会

1月 宇佐市成人式

7月 大掃除

暑気払い .

8月 糸日含同

i  花火大会

StIRI昇ler

・地域総合支援センター「サポー トネットすまいる」と

連携協力し、就労、地域移行に取り組んでいます。

・就労先の紹介や、随時職場訪間をし、就労意欲の向

上 。人間関係の調整を目指 した助言により、職場定着

支援を行います。

基本的な生活習慣を身につけ、生活リズムの安定を図

り、家事等の日常生渭の向上や、社会人としてのマ

ナーが身につくよう支援を行います。

地域の一員として地域行事に参加・寮の行事では研修

旅行や交流会、自治会活動をしています。

こ利用者が地域において自立 した生活ができるよう、

住居の確保、その他地域における生活に移行するため

の沼動に関する支援を行います。

a予鸞年間行事
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しなみ・出勤準備

OO頃まで随時出勤)

17:00
18:30
19:00

20:00
22:00

3月 送別会 9月 ふれあい懇親会

10月 心ヽれあい広場

11月 体験型研修旅行β
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【卒寮後の生活】
次のステップ

錢

1,字甲千.

Aさん 0障害福祉施設勤務

他県から地元に戻り、通勤寮を利用しました。年の離イ1た方ばかりで初めは戸惑いましたが、徐々に慣れて人との接

し方声よどを学心ヽことができました。また、自分の希望を何度も訴える私に職員さんは優しく接してくれました。◆はグルー

プホームで生活しながら就労定着支援を利用し、仕事に励んでいます。◆後はグループホームを卒業し地域の方達に

支えてもらい/ょがら生活をしていきたいと思いより。

i家族の負担軽減

ユ障がいを持つた方の、将来の自立を踏諜えた練習の一貫として

■他の利用者など新しい仲間やスタッフたちと関わつて、普段とは違う環境

に身を置くことにより、良い刺激を与え、経験になる

就労定着支援

自立生活援助

生活訓練

職 場豊立支援

ツ大会

社会参独H

糸口合同花火大会

おやつ作り 研修旅行 ゆうあいスポーツ
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もちつき大会

フラワー□―ド清掃 救急法 地域交流 送別会

卒寮生から

共:爵生活援助 (グループホーム)

短剣騒入所 もしもの時だけでなく、介護者の体息のために


